
老 年 看 護 学 

 

【目 的】 

 老年期にある対象と家族および支える人々を理解し、加齢と健康障害の程度に

応じた看護を実践するための基礎的能力を養う。 

 

【目 標】 

 １．加齢による身体的・精神的・社会的変化の特徴が理解できる。  

 ２．高齢者の健康と生活の多様性が理解できる。 

 ３．高齢者看護の概念および機能と役割が理解できる。 

 ４．高齢社会の保健・医療・福祉施策の動向と現状が理解できる。  

 ５．高齢者に起こりやすい日常生活上の障害が理解できる。 

 ６．残存機能を活用し、自立に向けた日常生活援助の理解と実施ができる。  

 ７．高齢者の健康障害の特徴と高齢者の健康を支える看護が理解できる。  

 ８．高齢者の特徴を踏まえ生活機能の観点から看護過程の展開方法が理解でき

る。 

 

【構成および計画】 

＜講義＞ 

授業科目 単位数 時間数 
学年別計画時間 

備考 
１年 ２年 ３年 

老年看護学概論 １ 30 1(30)    

高齢者の日常生活援助技術 １ 30 1(30)    

高齢者の健康障害時の看護 １ 30  1(30)   

高齢者の看護過程 １ 15  1(15)   

合  計 ４ 105 2(60) 2(45)   

 


